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６日(土)９：00～17：00　名古屋国際会議場「会議室141・142」

	９：00～９：10
	開　会

	
	　　分科会のテーマ、主要論点について提案

	９：10～11：10
	問題提起Ⅰ「ナラティブホームの理論と実践 ― ものがたり診療所 ― 」

	
	　　　　　　　　　　佐藤　伸彦（内科医　富山県砺波市医療法人社団ナラティブホー

　　　　　　　　　　　　　　　　ム理事長、ものがたり診療所所長）

	
	問題提起Ⅱ「医療と介護の連携による安心の町づくり」

	
	　　　　　　　　　　坂本　昭文（鳥取県南部町長、福祉自治体ユニット代表幹事、

　　　　　　　　　　　　　　　　障害者総合福祉部会委員）

	11：10～11：25
	休　憩

	11：25～12：00
	質　疑

	12：00～13：00
	昼食休憩

	13：00～13：30
	要請レポート報告

	
	　①　「医療と介護の連携による安心の町づくり」

	
	　　　　　伊藤　光保氏（内科伊藤医院院長、ＮＰＯ法人医療と保健と福祉の市民ネット

　　　　　　　　　　　　ワーク東海理事長、愛知県介護支援専門員支援会議副委員長、

　　　　　　　　　　　　全国在宅療養支援診療所連絡会世話人、地域医療研究会会員）

	
	　②　「救急隊員の理想と現実　老人福祉施設等における救急を考える」

	
	　　　　　　　　　　　三重県本部／亀山市消防職員協議会・事務局次長　浦野　慎治

	13：30～15：00
	質疑・応答

	
	　・一般レポートおよび参加者からの実践報告

　　助言者講評

	15：00～15：15
	休　憩

	15：15～16：50
	意見交換

	16：50～17：00
	まとめ

	17：00
	閉　会


第５分科会：医療と介護の連携による安心のまちづくり

	テーマ
	○　安心のまちづくりをキーワードとして、医療・介護など地域のセーフティネットの現場からの取り組み事例に学ぶ。

○　医療と介護の連携が求められて久しいが、制度の違いによる障壁などのため現状は厳しい。この様な中、新しい高齢者医療、終末期医療を模索する富山県砺波市に芽吹いたナラティブホームの取り組みに学ぶ。

○　診療・介護報酬改定と看護師・介護師の医療行為の範囲についての現状と課題について論議する。　

○　介護保険制度が施行されて10年。現在の介護保険制度は高齢者のニーズに応えているのか、改革すべき課題は何か、医療との連携の課題は何か、など具体的な改革見直し提言に資する。

○　地域医療や地域福祉確保の観点からの自治体の取り組みを検証する。

	特徴的な情勢
	○　政権交替の下、社会保障制度の抜本的な改革が迫られている。

○　後期高齢者医療制度の廃止に向けた新高齢者医療制度の大綱が、年内に纏まる。

○　2012年、診療報酬と介護報酬の同時改定が行われる

○　救急を含む医療サービスと介護サービスの利用者の立場に立った連携が求められている。

	主要論点と実践課題
	○　誰もが地域で安心して暮らせるまちづくりのため、住み続けること、働き続けることを保障できる医療と介護の連携に向けた制度改革と提言に繋げていく。
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